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花き植木広域流通

１．行 事
花き植木農協組合長表彰及び各種品評会表彰式
第５２回通常総代会 ５月２３日(火)
第１５回大和路花と緑のフェスティバル １０月上旬

２．初 市・止 市
切 花 １月 ４日(水)・ １２月２７日(水)
鉢 花 １月 ９日(月)・ １２月２５日(月)
植 木 １月１７日(火)・ １２月１９日(火)

３．大 市
春 の 植 木 大 市 ３月２１日(水)
中元贈答用鉢花大市 ６月２９日(木)
秋 の 植 木 大 市 １０月１７日(火)
秋 の 鉢 花 大 市 １０月１９日(木)
歳暮贈答用鉢花大市 １１月３０日(木)
正月用切花材料大市 （若松等）予定 １２月 ２日(土)

（オモト）予定 １２月 ２日(土)
（千 両）予定 １２月１６日(土)

年
頭
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

松
田

登
貴
也

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

日
本
経
済
の
先
行
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
に
お

い
て
内
需
を
中
心
に
回
復
が
続
く
見
通
し
と
な
り
ま
す
。
個
人
消
費
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
先
送
り
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
関
連
の
需
要
を
中
心
に
回
復
が

顕
著
に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
物
価
上
昇
が
家
計
の
消
費
を
下
押
し

し
て
い
ま
す
が
、
政
府
の
物
価
高
対
策
が
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
和
ら
げ

る
と
見
ら
れ
ま
す
。
輸
出
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
増
加
す
る
見
通
し

に
な
り
ま
す
。
世
界
経
済
の
減
速
を
背
景
に
、
財
輸
出
の
伸
び
は
緩
慢

と
な
り
な
が
ら
も
、
入
国
者
数
上
限
の
撤
廃
や
個
人
旅
行
の
解
禁
と

い
っ
た
水
際
対
策
の
緩
和
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
を
後
押
し
し

て
、
プ
ラ
ス
成
長
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
済
環
境
下
で
、
当
組
合
は
売
上
を
確
保
す
る
た
め
の

取
組
み
を
進
め
る
べ
く
、
良
品
の
確
保
に
努
め
、
迅
速
か
つ
積
極
的
な

営
業
展
開
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
ウ
ェ
ブ
販
売
の
充
実
等

に
よ
り
先
取
販
売
の
強
化
に
取
り
組
み
、
セ
リ
の
有
利
販
売
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
で
業
績
の
拡
大
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
消
費
啓
発
と
し
て
、
東
大
寺
「
花
ま
つ
り
」
に
（
一
社
）
日
本

花
き
生
産
協
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
全
国
よ
り
約
６
，
０
０
０
本
の
花

を
提
供
い
た
だ
き
、
奈
良
県
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
技
能
士
会
に
創
作
協
力
を

い
た
だ
き
、
献
花
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
橿
原
神
宮
に
お
い
て
「
第
１
４
回
大
和
路
花
と
緑
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
県
及
び
関
係
団
体
と
共
催
で
開
催
し
、
「
プ
チ
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
＆
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
、
児
童
な
ど
を
対
象

と
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
花
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
」
、
「
自
然
風
庭

園
の
モ
デ
ル
展
示
」
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
当
組
合
の
設
立
５
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
特
別
切

花
市
及
び
植
木
市
を
開
市
し
多
数
の
買
参
人
様
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和５年主要行事予定

４．品 評 会
令和４年度鉢花第３回大口品評会 ３月２２日（水）
令和５年度鉢花第１回大口品評会 ５月１７日（水）
令和５年度鉢花第２回大口品評会 １１月１５日（水）
令和５年度 植 木 品 評 会 １０月 ４日（水）

～１０月１７日（火）
令和５年度花き植木立毛品評会（切花） ９月 １日（金）

～１０月３１日（火）
春日大社・奈良県切花品評会 予定 ９月下旬

５．仕事はじめ・おさめ
令和５年１月６日（金）・１２月２８日（木）
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誠に申し訳ございませんが、本年、令
和５年より年賀状の送付は、控えさせ
て頂くことになりました。
何卒ご理解を賜りますようお願い申し
上げます。



鉢
花
市
況

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
月
か
ら
二
月
に
か
け

ま
し
て
は
晴
れ
間
が
少
な
く
寒
波
に
よ
る
低
温
期
も
あ

り
、
開
花
進
ま
ず
出
荷
に
遅
れ
が
出
ま
し
た
。
も
と
よ

り
こ
の
時
期
の
商
品
は
、
蕾
か
ら
開
花
ま
で
時
間
を
要

す
る
物
ば
か
り
で
す
。
重
油
高
か
ら
の
加
温
抑
制
（
コ

ス
ト
削
減
）
も
重
な
り
、
咲
き
具
合
が
堅
め
の
入
荷
が

目
立
ち
ま
し
た
。
こ
の
様
な
状
況
下
で
の
セ
リ
で
は
、

例
年
の
単
価
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
ず
厳
し
い
市
況

と
な
り
ま
し
た
。

３
月
の
送
迎
シ
ー
ズ
ン
に
よ
る
舞
台
花
需
要
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
第
６
波
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
の
不
安
に
よ
り
、

受
注
は
例
年
よ
り
何
割
か
少
な
目
。
中
～
大
輪
フ
ァ
レ

ノ
の
白
系
が
唯
一
安
定
し
て
い
ま
し
た
。
野
菜
苗
類
は
、

終
始
相
場
が
低
い
水
準
で
推
移
し
ま
し
た
。
受
注
や
仕

入
れ
個
数
が
減
少
傾
向
。
こ
の
時
期
頃
か
ら
、
生
産
資

材
や
肥
料
の
卸
値
高
騰
・
供
給
見
通
し
付
か
ず
の
話
が
。

春
商
戦
と
し
ま
し
て
は
、
ア
ジ
サ
イ
類
や
花
壇
苗
類
で

の
育
種
家
作
出
商
品
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
観
葉

類
に
関
し
て
は
、
高
値
安
値
で
は
な
く
農
場
で
の
青
田

買
い
か
ら
か
、
小
鉢
大
鉢
問
わ
ず
品
薄
状
態
が
続
き
ま

し
た
。
サ
ボ
テ
ン
多
肉
類
も
同
様
、
供
給
が
追
い
付
か

ず
納
品
へ
の
対
応
は
困
難
で
し
た
。

秋
以
降
の
商
談
に
際
し
て
、
単
価
値
上
げ
の
要
望
を

各
地
の
荷
主
様
か
ら
頂
戴
し
ま
し
た
。
常
態
化
す
る
値

上
げ
の
中
で
し
た
が
、
有
難
い
こ
と
に
秋
冬
商
品
の
事

前
ご
予
約
は
、
例
年
と
変
わ
ら
ず
沢
山
の
受
注
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
７
月
頃
か
ら
の
高
温
期
の
影
響
か
、
秋
商

品
の
入
荷
遅
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
幸
い
天
候
に
も
め
ぐ

ま
れ
、
入
荷
減
の
中
、
単
価
高
の
取
引
が
続
き
ま
し
た
。

秋
商
戦
も
春
同
様
、
育
種
家
に
よ
る
品
種
が
高
い
支
持

を
受
け
、
関
連
す
る
商
材
（
リ
ー
フ
類
な
ど
）
ま
で
も

需
要
を
高
め
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
を
は
じ
め
、
鉢

物
類
に
関
し
ま
し
て
も
、
２
～
３
週
遅
れ
て
の
出
荷
が

目
立
ち
ま
し
た
。
シ
ク
ラ
メ
ン
・
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
等
の

ギ
フ
ト
類
の
取
引
に
関
し
て
は
、
温
暖
で
あ
っ
た
十
一

月
は
ま
だ
ま
だ
ゆ
っ
く
り
と
い
っ
た
仕
入
れ
。
十
二
月

に
入
り
気
温
も
平
年
並
み
と
な
り
供
給
が
整
う
中
で
し

た
が
、
買
い
気
を
煽
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
が
出
来

ず
、
昨
年
同
様
の
単
価
ま
で
伸
び
ま
せ
ん
で
し

た
。

鉢
花
課
課
長
補
佐

田
渕
州
平

市況情報

昨
年
は
、
当
組
合
設
立
50
周
年
と
い
う
事
も
あ
り
、

２
月
に
は
50
周
年
記
念
切
花
市
を
、
盛
況
の
中
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

春
か
ら
夏
に
か
け
て
品
薄
期
間
は
あ
る
も
の
の
、
比

較
的
潤
沢
な
出
荷
の
中
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
お
盆
商
戦
か
ら
秋
彼
岸
商
戦
期
間
に

か
け
て
、
ま
た
そ
れ
以
降
10
月
後
半
に
至
る
ま
で
品
薄

状
態
と
品
目
に
よ
っ
て
は
欠
品
状
態
が
続
き
価
格
も
高

騰
し
ま
し
た
。
11
月
に
入
り
、
高
冷
地
か
ら
西
南
暖
地

へ
と
産
地
切
り
替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
少
な
い
出
荷

な
が
ら
も
単
価
が
上
昇
せ
ず
、
安
値
が
続
き
ま
し
た
。

燃
料
代
、
生
産
資
材
の
高
騰
と
物
流
コ
ス
ト
の
上
昇
を

受
け
出
荷
者
様
が
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
中
、
価
格
に
反

映
で
き
な
い
状
況
。
円
安
や
、
物
流
コ
ス
ト
高
で
輸
入

商
材
も
高
騰
し
、
品
薄
状
態
と
な
る
。
ま
た
、
販
売
店

様
も
食
費
を
含
む
生
活
必
需
品
の
高
騰
の
中
、
切
花
と

い
う
嗜
好
品
を
値
上
げ
が
で
き
な
い
状
況
。
こ
れ
ら
の

ジ
レ
ン
マ
を
払
拭
し
て
、
軽
減
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
出
荷
者
様
、
買
参

人
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
市

場
と
な
れ
る
よ
う
に
担
当
一
同
、
一
層
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

切
花
課

坂
田
三
和

切
花
市
況

花
き
集
出
荷
情
報

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
始
ま
っ
て
早
三
年
、
昨
年
は

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活
が
定
着
し
、
経
済
活
動
も
か
な

り
回
復
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
花
き
業
界

に
と
っ
て
は
一
概
に
良
い
と
は
言
え
な
い
年
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
ず
鉢
花
関
係
は
行
動
制
限
が

大
き
く
緩
和
さ
れ
た
た
め
家
庭
菜
園
等
の
在
宅
需
要
が

減
り
ま
し
た
。

当
業
務
で
も
増
加
し
た
花
壇
苗
が
飽
和
状
態
と
な
り
、

安
値
に
な
る
時
期
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
切
花
関
係
は

特
に
、
秋
か
ら
コ
ロ
ナ
渦
で
も
比
較
的
安
定
し
て
い
た

墓
参
り
等
の
仏
花
関
係
の
商
品
の
価
格
が
低
迷
し
ま
し

た
。

需
要
期
の
年
末
に
掛
け
て
は
、
さ
ら
に
正
月
商
品

の
南
天
の
実
や
熊
笹
の
価
格
が
世
間
の
物
価
上
昇
に

よ
る
買
い
控
え
の
影
響
も
重
な
り
、
低
調
と
な
り
ま

し
た
。

暗
い
話
題
が
多
い
中
、
唯
一
多
肉
植
物
だ
け
は
安

定
的
な
人
気
を
保
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
や

は
り
独
特
な
フ
ォ
ル
ム
で
多
彩
な
種
類
が
あ
る
こ
と

や
、
管
理
が
し
や
す
い
こ
と
で
す
。
今
日
の
多
様
な

時
代
に
順
応
し
た
生
活
を
す
る
Ｚ
世
代
の
若
者
が
多

く
買
っ
て
い
く
こ
と
を
聞
く
と
、
そ
の
長
所
が
時
代

と
も
マ
ッ
チ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
渦
で

ネ
ッ
ト
通
販
の
利
用
が
急
速
に
進
ん
だ
と
言
わ
れ
ま

す
。花

き
市
場
も
在
宅
セ
リ
や
入
荷
当
日
の
夕
方
の
セ

リ
へ
の
移
行
が
進
み
ま
し
た
。
出
荷
者
に
も
早
め
の

上
場
販
売
や
ネ
ッ
ト
受
注
出
荷
を
勧
め
、
価
格
維
持

へ
の
対
応
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
更
な
る
物
価
上
昇
や
人
手
不
足
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
、
来
年
に
は
物
流
業
界
の
働
き
方
改
革
関

連
法
の
施
行
が
あ
り
ま
す
。
当
業
務
も
、
鉢
花
で
は

豊
明
花
き
様
の
「
イ
ロ
ド
リ
＊
ミ
ド
リ
」
で
の
提
案

販
売
の
活
用
を
し
て
い
ま
す
。
切
花
で
は
早
い
情
報

発
信
、
買
い
や
す
い
送
り
状
の
書
き
方
や
荷
作
り
の

方
法
な
ど
を
薦
め
て
い
ま
す
。

切
花
は
関
西
十
市
場
へ
日
、
火
、
木
の
週
三
回
、

鉢
花
は
豊
明
、
名
港
、
浜
松
の
中
部
三
市
場
へ
火
、

金
の
週
二
回
発
送
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ

れ
ば
ご
遠
慮
な
く
ご
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。

集
出
荷
業
務

杉
浦
康
之

組
合
員
の
登
録
内
容
に
変
更
の
あ
る
場
合
は
、

地
区
の
役
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ
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植
木
情
報

昨
年
の
市
況
で
す
が
、
低
木
類
は
10
月
ま
で
は
動
き

が
鈍
く
、
中
高
木
に
つ
き
ま
し
て
も
、
良
品
で
あ
っ
て

も
動
き
が
鈍
く
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

全
体
的
に
植
栽
工
事
が
減
る
中
で
、
葉
刈
の
仕
事
が
多

く
な
り
客
足
も
遠
の
く
よ
う
な
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
生
産
資
材
の

価
格
高
騰
が
顕
著
で
、
植
木
生
産
も
例
外
で
は
な
く
、

生
産
量
や
在
庫
な
ど
に
も
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

相
対
で
は
一
昨
年
と
同
様
に
工
事
な
ど
の
大
き
な
物
件

が
減
少
し
た
ま
ま
の
状
態
で
推
移
し
て
、
高
木
や
庭
園

樹
な
ど
の
需
要
も
低
い
上
、
低
木
や
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー

類
の
動
き
も
鈍
い
ま
ま
で
し
た
。

ま
た
年
々
減
る
生
産
者
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
当
組

合
も
県
内
を
巡
回
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
深
刻
だ
な
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
理
由
と
し
て
は
生
産
資
材
が
高
騰
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
植
木
自
体
の
単
価
が
低
迷
し

て
い
る
こ
と
や
、
後
継
者
不
足
な
ど
の
声
が
多
か
っ
た

で
す
。
そ
れ
に
伴
い
生
産
量
も
上
が
っ
て
こ
ず
全
国
的

に
品
薄
と
い
う
商
品
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今

後
も
そ
う
い
っ
た
商
品
が
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。公

共
工
事
に
つ
い
て
は
、
植
栽
工
事
が
少
な
く
、
少

な
い
上
に”

良
品
を
低
単
価
で”

と
い
う
生
産
者
に
と
っ

て
も
買
参
人
に
と
っ
て
も
厳
し
い
状
態
で
す
。

昨
今
、
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
や
環
境
劣
化
は

身
近
な
と
こ
ろ
の
み
な
ら
ず
、
今
や
地
球
規
模
で
頻
発

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
災
害
で
劣
化
を
防
止
し

回
復
す
る
手
立
て
と
し
て
今
こ
そ
緑
の
効
果
と
造
園
に

よ
る
自
然
環
境
へ
の
取
組
の
力
を
発
揮
し
駆
使
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

植
木
課

上
坂
修
也

品評会の報告

令
和
４
年
度
奈
良
県
花
き
植
木
品
評
会

総
出
品
点
数

植
木

２
１
点

花
き
植
木
立
毛
（
植
木
）
１
３
点

切
花

８
８
点

鉢
花
（
第
一
回
）

２
８
点

鉢
花
（
第
二
回
）

３
０
点

【
植
木
品
評
会
】

（※

以
下
敬
称
略
）

（
令
和
４
年
10
月
５
日
～
10
月
18
日
）

・
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞

五
條
市

西
本
卓
央

し
だ
れ
梅

・
奈
良
県
知
事
賞

大
和
郡
山
市

今
西
康
彰

オ
タ
フ
ク
南
天

・
日
本
植
木
協
会
長
賞

五
條
市

森
田
浩
司

台
杉

大
和
郡
山
市

堀
口
充
弘

オ
タ
フ
ク
南
天

・
近
畿
花
き
振
興
協
議
会
長
賞

大
和
郡
山
市

佐
野
正
和

マ
ホ
ニ
ア
コ
ン
フ
ー
サ

・
奈
良
県
造
園
業
協
同
組
合
理
事
長
賞

大
和
郡
山
市

佐
野
展
之

サ
ツ
キ

・
奈
良
県
花
き
植
木
農
協
組
合
長
賞

大
和
郡
山
市

三
橋
正
和

マ
ホ
ニ
ア
コ
ン
フ
ー
サ

・
金
賞

今
西
康
彰

・
銀
賞

佐
野
正
和

・
銅
賞

三
橋
正
和

藤
野
紀
夫

今
西
康
彰

【
花
き
植
木
立
毛
（
植
木
）
】

（
令
和
４
年
10
月
28
日
）

・
農
林
水
産
大
臣
賞

宇
陀
市

西
谷
栄
治

台
杉

・
近
畿
農
政
局
長
賞

大
和
郡
山
市

三
橋
正
和

サ
ツ
キ

・
奈
良
県
知
事
賞

五
條
市

森
田
浩
司

台
杉

・
奈
良
県
議
会
議
長
賞

大
和
郡
山
市

佐
野
浩
之

オ
タ
フ
ク
南
天

・
日
本
植
木
協
会
長
賞

大
和
郡
山
市

堀
口
充
弘

オ
タ
フ
ク
南
天

・
近
畿
花
き
振
興
協
議
会
長
賞

大
和
郡
山
市

今
西
康
彰

サ
ツ
キ

・
奈
良
県
花
き
植
木
農
協
組
合
長
賞

大
和
郡
山
市

佐
野
義
隆

シ
ラ
カ
シ

・
金
賞

今
西
貴
久

・
銀
賞

三
橋
小
夜
子

・
銅
賞

藤
野
真
一

【
春
日
大
社
・
奈
良
県
切
花
品
評
会
】

（
令
和
４
年
９
月
27
日
）

・
農
林
水
産
大
臣
賞

平
群
町

大
西
一
彰

小
菊

・
近
畿
農
政
局
長
賞

宇
陀
市

岡
本

清

ダ
リ
ア

・
奈
良
県
知
事

平
群
町

向
井
龍
太
郎

小
菊

・
春
日
大
社
宮
司
賞

平
群
町

城

守

小
菊

・
華
道
春
日
流
総
裁
賞

宇
陀
市

樋
口
重
範

ダ
リ
ア

・
春
日
大
社
萬
葉
植
物
園
園
長
賞

葛
城
市

高
松
智
郎

一
輪
菊

・
日
本
花
き
生
産
協
会
長
賞

平
群
町

姓
本
弘
子

赤
入
才
ラ
ン

・
日
本
ば
ら
切
花
協
会
長
賞

下
市
町

梅
本

清
嗣

バ
ラ

・
奈
良
県
花
き
植
木
農
業
協
同
組
合
長
賞

葛
城
市

田
仲
清
悟

小
菊

・
奈
良
県
切
花
協
議
会
長
賞

平
群
町

岡
田
有
弘

小
菊

・
金
賞

岡
田
大
翔

福
田
遵
裕

城
美
希
代

向
井
志
歩

・
銀
賞

岡
本

清

大
西
一
彰

岡
田
琉
翔

福
田
遵
裕

姓
本
弥
月

滝
本
政
司

・
銅
賞

奥
野
和
徳

梅
本
清
之

岡
本
和
久

亀
井
保
宏

北
川
晃
生

米
田
竜
祐

中
尾
諭
史

吉
川
友
章

岡
本

清

米
田
日
出
子

向
井
龍
太
郎

大
西
一
彰

【
第
一
回
鉢
花
大
口
品
評
会
】

（
令
和
４
年
5
月
11
日
）

・
金
賞

葛
城
市

吉
村
敏
樹

ビ
ン
カ

桜
井
市

細
田
周
作

ペ
チ
ュ
ニ
ア

・
銀
賞

明
日
香
村

平
井
一
広

コ
リ
ウ
ス

三
宅
町

志
野
孝
光

金
魚
草

・
銅
賞

明
日
香
村

平
井
一
広

ペ
ン
タ
ス

葛
城
市

岡
本
康
宏

日
々
草

【
第
二
回
鉢
花
大
口
品
評
会
】

（
令
和
４
年
11
月
16
日
）

・
金
賞

桜
井
市

堀
内
国
洋

パ
ン
ジ
ー

・
銀
賞

奈
良
市

今
中
寿
士

パ
ン
ジ
ー

明
日
香
村

平
井
一
広

Ｇ
シ
ク
ラ
メ
ン

・
銅
賞

五
條
市

栗
本
龍
哉

ア
イ
ス
キ
ャ
ス
ケ
ー
ド

桜
井
市

堀
内
国
洋

ビ
オ
ラ

橿
原
市

脇
山
茂
雅

Ｇ
シ
ク
ラ
メ
ン

植木情報
品評会の報告
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